
　背景：オルメサルタン(OL)は先行するアンギオテンシンII受容体拮抗薬(ARB)より
強力な降圧効果を示し実臨床上有用である可能性が言われている。一方，アジルサル
タン(AZ)は，受容体結合親和性の高さから他のARBより優れた降圧効果を示すこと
が期待される。しかしOLとAZの直接比較試験をした報告は殆どない。  
方法：対象患者は全17の多施設にて20歳以上85歳未満の治療中の外来高血圧患者
の中でARBを含む降圧治療を過去3か月以上されながらJSH2009の基準を満たさない
患者88例。同意取得後中央割り付けにより無作為にOL群またはAZ群に割り付け、
元々投薬をうけていたARBをOLまたはAZに変更し4か月間観察を行った。試験開始
前後の血圧や腎機能および最終薬剤投与量等について群間の差を比較検討した。 
　結果：登録時前および観察終了時の血圧を始め各パラメータには群間には統計学的
に有意差は見られなかった。各群ともARB変更後4か月経過後の外来血圧が有意に低
下した。また各群とも割り付け後のARB投薬量は有意に増加した。OL群は血中
sFlt-1、尿中L-FABPが4か月で有意に低下した。一方AZ群は尿中アルブミン値が4か
月で有意に低下した。 
　結論：OL、AZとも同等の降圧効果がみられた。またOL、AZとも腎保護効果が期
待できる。
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